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1. 平成29年3月期第2四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第2四半期 9,073 8.4 126 △55.0 188 △42.6 112 △64.7
28年3月期第2四半期 8,368 △7.4 281 46.2 327 44.4 318 125.6

（注）包括利益 29年3月期第2四半期 132百万円 （21.0％） 28年3月期第2四半期 109百万円 （△68.8％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第2四半期 5.12 ―
28年3月期第2四半期 14.49 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年3月期第2四半期 21,122 16,198 76.6
28年3月期 21,616 16,353 75.6
（参考）自己資本 29年3月期第2四半期 16,181百万円 28年3月期 16,337百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 0.00 ― 13.00 13.00
29年3月期 ― 0.00
29年3月期（予想） ― 13.00 13.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率） 

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,400 8.6 1,070 65.4 1,140 53.0 840 40.7 38.17



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見直し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期2Q 23,974,816 株 28年3月期 23,974,816 株
② 期末自己株式数 29年3月期2Q 1,972,051 株 28年3月期 1,969,991 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期2Q 22,004,247 株 28年3月期2Q 22,007,930 株



○添付資料の目次 

 

１. 当四半期決算に関する定性的情報 …………………………………………………２ 

(1) 経営成績に関する説明………………………………………………………………２ 

(2) 財政状態に関する説明………………………………………………………………３ 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明…………………………………３ 

２. サマリー情報（注記事項）に関する事項 …………………………………………４ 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動……………………………４ 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用……………………………４ 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示…………………………４ 

(4) 追加情報………………………………………………………………………………４ 

３. 四半期連結財務諸表 …………………………………………………………………５ 

(1) 四半期連結貸借対照表………………………………………………………………５ 

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書…………………………７  

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書……………………………………………９ 

(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項……………………………………………10 

(継続企業の前提に関する注記)……………………………………………………10 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)……………………………10 

(セグメント情報等)…………………………………………………………………10 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

㈱ナカヨ(6715)　平成29年３月期　第２四半期決算短信

1



 
１．当四半期決算に関する定性的情報 
(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、政府による各種経済政策の効果もあり、雇

用・所得環境に改善が見られ、緩やかな回復基調で推移しました。しかし、年初から続く円高傾

向に歯止めがかからないことから、企業の輸出や設備投資に足踏みが見られるなど、景気の先行

きに不透明感が続いております。海外の状況につきましては、米国では利上げは見送られたもの

の、雇用環境の改善や個人消費が回復し、緩やかな成長が続いております。欧州では、ドイツや

英国を中心に景気は緩やかに回復しましたが、中国をはじめとした新興国の経済は景気の下振れ

が見られたほか、欧州では英国のＥＵ離脱問題や難民流入等の社会問題を抱え、先行きに不透明

感が高まっております。 

当社グループが係る情報通信技術は、経済成長の牽引力として市場拡大が期待されていますが、

従来の主力であった音声通信から、データ、映像へという通信の主軸の転換が見られます。ＩＣ

Ｔを利用したビッグデータの市場拡大が進み、あらゆるものがインターネットにつながるＩｏＴ

（Internet of Things）への期待が高まっており、第３のプラットフォームを基盤としたデジタ

ルトランスフォーメションの具体例も生まれ、ＩＣＴを基軸とした経営改革、ビジネス改革を通

じた価値の創造も期待されています。更に、高いレイヤでのサービスが拡大するとともに、コン

テンツ流通、ネット通販、電子決済、Ｏ２Ｏ（Online to Offline）など異業種とのコラボレーシ

ョンも進み、従来に無かった新たな事業の創出も進んでいます。ＦｉｎＴｅｃｈに代表されるよ

うに、様々な産業分野においてＩＣＴとの融合により、更なるイノベーションの可能性が高まっ

ております。今までＩＣＴの活用が少なかった製造業や農業などの分野においても、新たな付加

価値や新しい事業を産み出す可能性を秘めています。また、このような状況下で、当社グループ

は平成27年４月からスタートした「第三次中期経営計画」において「事業規模の拡大」と「経営

体質の強化」に取り組んでまいりました。 

「事業規模の拡大」につきましては、更なる成長発展を目指し、通信機器関連以外にも事業領

域を拡大するため、システムインテグレーション・環境関連機器製品・医療機器・ＥＭＳ事業の

拡大等、新規事業に積極的に取り組んでおります。主力製品であるＩＰテレフォニーシステム

「ＮＹＣ－ｉＦシリーズ」の機能強化として、「スマートフォン内線化アプリケーション」を発

売いたしました。介護施設向け機器ラインアップ強化としては、「集合廊下灯」と、「ハンディ

コール」を発売いたしました。また、新たなサービスとして、ＭＶＮＯ（仮想移動体通信事業

者）事業に参入し「ナカヨモバイル」のサービスを開始することにより、オフィスの内外を問わ

ないトータルソリューションサービスを提供してまいります。また、事業規模の拡大及び経営体

質の強化の一環として、営業部門の組織整備により市場環境の変化への柔軟な対応を推進すると

ともに、商品戦略・新規事業企画機能の専担組織化により事業戦略ミッションを強化し、新商

品・新規事業の開拓を強化してまいります。 

「経営体質の強化」につきましては、継続的な原価低減と間接コストの削減を進めるとともに、

生産能力の強化と効率向上のため、製造革新活動を継続しております。今後の取り組みとしては、

既存の製品群を始めとした新商品開拓とともにサービス事業の展開など新規事業の開拓を進めま

す。また、製造革新活動を始めとしたトータルコストダウンを図り、経営活動を推し進めてまい

ります。 

当第２四半期連結累計期間の業績については、売上高9,073百万円（前年同期比8.4％増）とな

りました。営業利益につきましては、退職給付費用の増加ならびに開発費の増加により、126百万

円（前年同期比55.0％減）、経常利益188百万円（前年同期比42.6％減）、親会社株主に帰属する

四半期純利益112百万円（前年同期比64.7％減）となりました。 
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(2) 財政状態に関する説明 

 ①資産、負債及び純資産の状況 

（資 産） 

総資産は前連結会計年度末に比べ493百万円減少し、21,122百万円となりました。 

流動資産は前連結会計年度末に比べ465百万円減少し、13,693百万円となりました。これは主に、

現金及び預金の増加1,757百万円、商品及び製品の増加157百万円があったものの、受取手形及び

売掛金の減少1,453百万円、有価証券の減少912百万円があったこと等によるものであります。 

固定資産は前連結会計年度末に比べ28百万円減少し、7,429百万円となりました。これは主に投

資有価証券の増加42百万円、投資その他の資産の「その他」に含まれる退職給付に係る資産の増

加36百万円、投資その他の資産の「その他」に含まれる長期前払費用の増加21百万円があったも

のの、無形固定資産の減少166百万円があったこと等によるものであります。 

 

（負 債） 

負債は前連結会計年度末に比べ338百万円減少し、4,923百万円となりました。 

流動負債は前連結会計年度末に比べ307百万円減少し、4,043百万円となりました。これは主に、

流動負債の「その他」に含まれる未払金の増加124百万円があったものの、支払手形及び買掛金の

減少432百万円があったこと等によるものであります。 

固定負債は前連結会計年度末に比べ31百万円減少し、880百万円となりました。これは主に、固

定負債の「その他」に含まれるリース債務の減少24百万円、固定負債の「その他」に含まれる長

期未払金の減少14百万円があったこと等によるものであります。 

 

（純資産） 

純資産は前連結会計年度末に比べ155百万円減少し、16,198百万円となりました。これは主に、

利益剰余金の減少173百万円があったこと等によるものであります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物の四半期末残高は、前連結会計年度末と

比べ851百万円増加し、5,016百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動によって得られたキャッシュ・フローは、前年同期に比べ649百万円増加し、1,514百万

円(前年同期比75.1％増)となりました。これは主に、売上債権の減少額1,453百万円があったこと

等によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動によって使用されたキャッシュ・フローは、344百万円（前期同期の投資活動によって

得られたキャッシュ・フローは79百万円）となりました。これは主に、有形固定資産の取得によ

る支出160百万円、投資有価証券の取得による支出156百万円があったこと等によるものでありま

す。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動によって使用されたキャッシュ・フローは、前年同期に比べ9百万円減少し、318百万

円(前年同期比2.9％減)となりました。これは主に配当金の支払額284百万円があったこと等によ

るものであります。 

 
(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 29 年３月期の連結業績予想につきましては、平成 28 年５月 13 日に公表いたしました業

績予想に変更はありません。 
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２． サマリー情報（注記事項）に関する事項 
(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 
(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 
会計方針の変更 

（平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の

取扱い」（実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平

成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額

法に変更しております。 

なお、これによる当第２四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表に与える影響は軽微であ

ります。 

 

(4) 追加情報 
（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年

３月28日）を第１四半期連結会計期間から適用しております。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,819 4,577

受取手形及び売掛金 7,407 5,954

有価証券 1,420 508

商品及び製品 689 846

仕掛品 480 566

原材料及び貯蔵品 1,044 961

その他 305 283

貸倒引当金 △9 △6

流動資産合計 14,158 13,693

固定資産

有形固定資産 3,230 3,235

無形固定資産 1,049 882

投資その他の資産

投資有価証券 1,562 1,605

その他 1,636 1,706

貸倒引当金 △20 △0

投資その他の資産合計 3,178 3,311

固定資産合計 7,458 7,429

資産合計 21,616 21,122

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,012 2,579

未払法人税等 145 118

製品保証引当金 178 185

賞与引当金 167 224

その他 846 935

流動負債合計 4,351 4,043

固定負債

その他 911 880

固定負債合計 911 880

負債合計 5,262 4,923
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,909 4,909

資本剰余金 4,515 4,515

利益剰余金 7,011 6,838

自己株式 △415 △415

株主資本合計 16,021 15,846

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 507 495

繰延ヘッジ損益 － △0

退職給付に係る調整累計額 △190 △160

その他の包括利益累計額合計 316 334

非支配株主持分 16 17

純資産合計 16,353 16,198

負債純資産合計 21,616 21,122
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 8,368 9,073

売上原価 6,699 7,375

売上総利益 1,669 1,697

販売費及び一般管理費 1,387 1,571

営業利益 281 126

営業外収益

受取利息 10 3

受取配当金 25 26

為替差益 － 0

その他 12 33

営業外収益合計 48 63

営業外費用

支払利息 0 0

支払手数料 1 1

為替差損 0 －

固定資産廃棄損 0 0

その他 0 0

営業外費用合計 2 1

経常利益 327 188

特別利益

固定資産売却益 55 －

投資有価証券償還益 63 －

特別利益合計 118 －

税金等調整前四半期純利益 446 188

法人税、住民税及び事業税 100 99

法人税等調整額 25 △25

法人税等合計 126 73

四半期純利益 320 114

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 1

親会社株主に帰属する四半期純利益 318 112

決算短信（宝印刷） 2016年11月02日 16時02分 3ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

㈱ナカヨ(6715)　平成29年３月期　第２四半期決算短信

7



四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 320 114

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △225 △12

繰延ヘッジ損益 － △0

退職給付に係る調整額 15 30

その他の包括利益合計 △210 18

四半期包括利益 109 132

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 108 130

非支配株主に係る四半期包括利益 1 1
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 446 188

減価償却費 265 228

ソフトウエア償却費 271 262

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △22

賞与引当金の増減額（△は減少） 68 57

製品保証引当金の増減額（△は減少） △7 6

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △130 7

受取利息及び受取配当金 △35 △29

投資有価証券償還損益（△は益） △63 －

固定資産売却損益（△は益） △55 △0

売上債権の増減額（△は増加） 774 1,453

たな卸資産の増減額（△は増加） △470 △161

仕入債務の増減額（△は減少） △91 △432

その他 △183 85

小計 787 1,642

利息及び配当金の受取額 35 29

利息の支払額 △0 △0

法人税等の支払額 △83 △173

法人税等の還付額 125 16

営業活動によるキャッシュ・フロー 864 1,514

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △221 △160

有形固定資産の売却による収入 98 0

ソフトウエアの取得による支出 △197 △110

投資有価証券の取得による支出 △0 △156

投資有価証券の償還による収入 400 100

その他 1 △15

投資活動によるキャッシュ・フロー 79 △344

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △285 △284

その他 △43 △33

財務活動によるキャッシュ・フロー △328 △318

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 616 851

現金及び現金同等物の期首残高 3,522 4,164

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,138 5,016
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

(継続企業の前提に関する注記) 

    該当事項はありません。 
 

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記) 

該当事項はありません。 

   

(セグメント情報等) 

【セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成 27 年４月１日 至 平成 27 年９月 30 日）及び当第２四

半期連結累計期間(自 平成 28 年４月１日 至 平成 28 年９月 30 日)  

 

当社グループは通信機器事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 
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